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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  

教師の優秀性は、教師自身の持つ創造性にある。明治初期の翻訳教育学の時代か

ら欧米の教育方法を手本にした教員養成がなされて以来、その方法は、一斉教授の

下にその方法的な定型を全国に標準化するという制度的な普及を図ってきた。教員

養成が方法的関心に重点置かれていたのに対して、カリキュラム内容については固

定化した知識をそのまま継承するだけの創造性を欠いたもので成り立っていた。戦

後の教員養成改革の学芸大構想は、このような師範学校の閉鎖性を打ち破ることは

できなかった。相変わらず、教科教育の実態を見るにつけ、カリキュラム内容につ

いての工夫もなく、教科書を中心とした公定の知識を注入するやり方が多い。子ど

も自身に考える力、創造性を求めるならば、教員養成のカリキュラム自身がそのよ

うな内容となっているべきである。PISA のテストのように論理的・創造的なコンペ

テンシーが強調されているのが現在の日本のカリキュラム・ニーズである。しかし、

現在のカリキュラムの動きは、アカウンタビリティと評価規準による上からの管理

に集結されようとしている。それは、主体的で創造的な生き方を許さない。リベラ

ル・アーツ・カレッジ（学芸大）の理念から後退していると言わざるを得ない。そ

れは、単純に一般教養的な科目を増やせば良いというものではなく、カリキュラム

の内容自体にそのような要素が不可欠であるということなのである。現在の教員養

成の専門職性を将来の構想としているカリキュラムは、欧米の動きに範をとろうと

している。海外における教職大学院の修士課程としての資格要件のカリキュラム内

容は何か、根拠はどこにあるのか、それは、教職大学院が単に箔をつけるというた

めのものではなく、実践に基づいたカリキュラムによって教師の資質や創造性を培

っているものと考えられているからである。このようなカリキュラムは、単純に教

員養成の制度を 6 年制へと延長すれば自動的に改善されるというものではない。カ

リキュラムとは、教授法の形を決める重要な柱であり、その内容に基づいて人間類

型も能力の形も決められる。教師にとっては、それは、より多くの自由研究の時間

と相互の研鑽によって形成されるものである。とくに、民間主導の教師の自発的研

究は、教師の創造性と考える力の育成に多くの力を与えてきた。この教師の力量形

成のあり方は、教師の語りから明確になった。  
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